
Ⅰ 生き残るためには ・・・

あなたの家は、安全なお住まいですか？

◆転倒・落下・移動のおそれのある家具や電化製品を固定

家具類の転倒・落下・移動防止対策がケガ対策に重要

◆収納は、重いものは下に、 軽いものは上に

◆ガラスが割れないように飛散防止フィルムを

ガラスが割れてもカーテンなどをつけて飛散防止

◆部屋の中を移動するときにはケガをしないように、

身近にスリッパ、運動靴、軍手などを用意

◆玄関や廊下、階段に避難の障害となるモノを置かない

◆発災は夜にも起こります、身近に懐中電灯を
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Ⅰ 生き残るためには ・・・

近年発生した地震でけがをした原因を調べると、
約30～50%が、家具類の転倒・落下・移動によるものでした。

東京消防庁「家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブック」より



令和２年度より、耐震改修に対する補助限度額が１００万円
に引き上げられました。
また、建物の除却も新たに助成の対象となりました。

お問い合わせ：立川市役所 市民生活部住宅課
電話 ０４２-５２８-４３８４

ご自宅はいつ建てられましたか？

耐震補強は、自分の生命・身体・財産を守るだけでなく地域
社会を守ります。建物倒壊による道路の閉塞は、都市型災
害の特徴です。救援救護などの活動を大きく阻害します。

「建物の耐震性強化 1981年5月建築基準法が改正」

立川市の木造住宅耐震化助成制度

7

Ⅰ 生き残るためには ・・・

建物の被害率曲線（内閣府平成 24 年 8 月 29 日公表資料）木造建物の全壊率曲線



日頃から食べ物や日用品を

多めに備えていますか？

備蓄品は災害時に食べるモノと考えないで、
日常から古いものから順に消費し、食べた物を補充
する考えを持ってください。

このような考え方で備蓄することを

「ローリングストック」
と呼んでいます。

◆カセットコンロで温める時、カセットガスを節約できるもの

◆加熱しなくてもたべられるもの

◆野菜不足によるミネラルやビタミンの不足を補うもの

◆給水の際、給水袋として使用できるもの

◆手を汚さずに調理が可能になるもの

◆お皿を洗わずに何回も使用できるもの

備蓄品に便利なものチョット考えて
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Ⅰ 生き残るためには ・・・



「災害備蓄品マニュアル製作委員会 ＨＰ」より
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防災備品リスト（４人家族の場合）

Ⅰ 生き残るためには ・・・



家族や大切な人との
連絡方法を決めていますか？

「立川市 防災ハンドブック」より

10

Ⅰ 生き残るためには ・・・

「立川市 防災ハンドブック」より



近隣の災害弱者と言われる方
への配慮を忘れずに!!
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Ⅰ 生き残るためには ・・・

（注）最近は、「災害弱者」とは言わず、
「要配慮者」「避難行動要支援者」という表現をしています。

・自分の身に危険が差し迫った場合、それを察知する能力が
ない、または困難な人

・自分の身に危険が差し迫った場合、それを察知しても適切
な行動をとることができない、または困難な人

・危険を知らせる情報を受け取ることができない、または困
難な人

・危険を知らせる情報を受け取ることができても、それに対
して適切な行動をとることができない、または困難な人

＜平成３年度版防災白書の災害弱者の定義＞

災害弱者は、災害時に特に不利になる

人をいいます。

これは、通常、家屋倒壊を伴う大地震

や集中豪雨などの大災害の際に、普通

に行動し、避難することが困難な人を

指し、具体的には、高齢者や障がい者、傷病者、妊婦、

乳幼児、日本語の理解が十分でない外国人、当該地域の

地理に疎い観光客（旅行者）などが該当します。


